
 
 

 

 

 

 

   



 

は  じ  め  に 

 

平成２６年は自然災害が多発した年で、７月９日に台風８号による「長

野県南木曽町土石流災害」、８月２０日に豪雨による「広島市北部土砂災害」、

また、９月２７日には戦後最悪の火山災害となった「御嶽山の噴火災害」

が発生するなど甚大な被害とともに多くの尊い人命が失われました。 

消防には、地域の安全安心を守ることに加え、これら大規模・広域災害

や特殊災害に対する地域を越えた応援及び受援体制の確立が求められてい

ます。 

この年報は、平成２７年４月１日現在における消防体制及び平成２６年

中の災害状況等を収録し、今後の消防行政の効率的な運営と消防力の強化

に資するとともに、消防事情を一般に紹介することを目的に編集したもの

です。 

本市はこれからも、消防力及び消防体制の充実に努め、火災などの災害

を未然に防止し、安全・安心が実感できるまちづくりに全力を挙げて取り

組んでまいります。 

消防関係者はもとより、この年報を広く活用いただければ幸いに存じます。 

 

平成２７年８月 

瀬戸市消防本部 
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